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・X社薬剤 組成・成分情報 

 

単一製品・混合物の区別：混合物 

化学名 硝酸カルシウム 炭酸カルシウム ステアリン酸 ホワイトカーボン 

化学式 Ca(NO3)2・4H2O CaCO3 CH3(CH2)16COOH SiO2 

配合比 40%以上 25%以上 15%以上 1%以上 

官報公

示番号 

化審法 (1)-188 (1)-122 (2)-608 (1)-548 

安衛法 既存 既存 既存 既存 

CAS 番号 10124-37-5 471-34-1 57-11-4 7631-86-9 

 

・X 社薬剤 底質改善メカニズム 

【化学的改善メカニズム】 

① 主成分の硝酸イオンが強力な酸化剤としての役割を果たす。硝酸イオン中の酸素を底

質に供給することで、還元雰囲気の底質を酸化雰囲気へと改善。 

② カルシウムイオンは富栄養化原因のリン酸イオンや有機物等と吸着→富栄養化抑制、

不活性化する。 

※硫化鉄を分離： 

・硫化物イオン→カルシウムイオンに吸着→硫化水素の発生抑制 

・鉄（Ⅲ）イオン→水中のリン酸イオンと結合→無機化し不活性化 

 

【生物的改善メカニズム】 

③ 硝酸イオンによる還元雰囲気に生息する現地の脱窒細菌による有機物分解促進。余分

な硝酸イオンを窒素ガス化にて系外へ排出等が期待される。 
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Confidential 
 

１．経緯 
  提出資料（別添資料１）平成１８年２月７日付け｢仮称 Y 市他水路底質改

善実験 実験計画案 ｣に沿って実験実施。 
  要約すると以下の通り。 
  １）実験場所 
   【一次候補地】の選定（仮称）  平成１７年１１月２５日 
    ①Y 市魚市場水路 A ②Y 市魚市場水路 B ③K 町水路 
    ④I 町水路 
     
  ２）予備実験 
   【現地踏査】 平成１８年 １月１３日 
    ①一次候補地①～④の底質現況を把握後、二次候補地を抽出。 

②把握内容（調査・サンプリング、分析） 
ORP, pH, NH4-N, NO3-N, PO4-P, 臭気、泥色、水温、堆積深 

   【予備実験】 平成１８年 ２月１０日 
①現地踏査の結果、二次候補地として以下を選定 
 〇Y 市魚市場 B  〇I 町水路 
②二次候補地把握内容（臭い分析項目 AVS 追加） 

ORP, pH, NH4-N, NO3-N, PO4-P, AVS、臭気、泥色、水温、堆積深 
③X 社薬剤（硝酸カルシウム錠剤）反応試験 
④最終候補地の選定 

 
  ３）現地実証実験 
   【X 社薬剤】の散布 
    ①最終候補地として、最も貧酸素状態にある Y 市魚市場 B を選定 
    ②エリアを６区域に分け、散布量をそれぞれ A 域 10Kg／m2、B 域 6Kg

／m2、C 域 4Kg／m2、D 域 2Kg／m2、E 域 1Kg／m2とし、残り１

区域を対照区とした。 
    ③散布及びモニタリング  
     〇施工（投入）   平成１８年４月２６日 
     〇モニタリング   平成１８年５月２６日（第一回目）１ヵ月後 
               平成１８年６月２９日（第二回目）２ヵ月後 
               平成１８年７月２８日（第三回目）３ヵ月後 
    ④モニタリングの結果は別添資料２の通りであった。 

 
－１－ 
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２．Y 市魚市場 B における実証実験結果の纏め 
  悪臭（AVS 値）の改善を対象とすれば、モニタリングの結果以下のように 

推察される。 
  １）１ヶ月後において 
    対照区 10Kg／ｍ2区 6Kg／ｍ2区 4Kg／ｍ2区 2Kg／ｍ2区 1Kg／ｍ2区 
         0.42       0.04          0.07        0.07          0.05         0.15 

※ 臭いでは 2Kg／㎡～10Kg／㎡において無臭化した。 
※ ORP 値においても 2Kg／㎡以上の区域で効果が顕著であった。 
※  

  ２） ２ヵ月後において 
    対照区 10Kg／ｍ2区 6Kg／ｍ2区 4Kg／ｍ2区 2Kg／ｍ2区 1Kg／ｍ2区 
     0.32       0.09          0.04         0.08        0.04          0.21 

※ 臭いは１ヵ月後とほぼ同様な値を示している。 
※ ORP 値１ヶ月後に比べ全体的に数値が下がったが、引続き 2Kg／㎡以上の区

域で酸化状態が継続。 
※ 二ヵ月後のモニタリング時は大雨の後で、周辺水路より多量の汚泥が流入し、

改善層の上に堆積した状態（別添資料３）で、底泥サンプリング時改善層と 
新堆積泥がどうしても混ざる結果となった。 
 

  ３） ３ヵ月後において 
    対照区 10Kg／ｍ2区 6Kg／ｍ2区 4Kg／ｍ2区 2Kg／ｍ2区 1Kg／ｍ2区 
     0.32      0.04          0.04         0.06         0.16         0.29 

※ 臭いは 2Kg／ｍ2 区で大幅に上昇。4Kg／ｍ2 区～10Kg／ｍ2 区は大きな変化

は無く、効果が維持された。 
※ ORP 値は 10Kg／ｍ2区と 6Kg／ｍ2区は酸化状態が維持されているが、4Kg

／ｍ2区以下では還元状態となった。 
※ ３ヶ月後のモニタリング時においても、更に大雨が続いた後で、２ヵ月後以

上に条件が悪化していたと推測される。 
 

  ４） 纏め 
    候補地選定の段階では不明であったが、実証実験域は周辺域からの汚 

泥流入が激しく、汚泥の溜まり場になっていると思われる。 
    このような悪条件下においても、上述の通り散布１ヵ月後、２ヵ月後の

段階では明らかな効果を発揮しており、極端な流入の無い水域では、｢X
社薬剤｣本来の効果が充分維持出来ると推察する。 

                  －２－                 以上 
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項 目（底質） 単位 散布前 散布後 増減率

水素イオン濃度指数

全窒素 ｇ ％

化学的酸素要求量 ｇ ％

強熱減量 ％ ％

全硫化物 ｇ ％

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

底質改善 ～ヘドロ対策、悪臭対策～

ミネラルクリアー は、底質上部を弱アルカリ性に保持する効

果があります。これにより、硫酸塩還元菌等の嫌気性バクテリア

の活動を抑制し、硫化水素を主とした悪臭を持続的に抑制しま

す。

同時に、好気性バクテリアが活性化され、有機物の分解を促進

し、自浄化作用を持つ底泥へと改善します。また、リンの固定作

用（リン酸マグネシウム塩の生成）により、水中のリンを減少さ

せる事で藻類を抑制します。

効果持続期間はヘドロの堆積状況等により異なります。

製品名：ミネラルクリアー

形 状：白色、２ の粒状

 

改善メカニズム

使用方法

水面から直接散布します。散布量は汚濁の状況によ

り異なり、㎡当たり ～ ｇ、基準は

ｇ程度です。

年に ～ 回の散布を継続する事で、好気性バクテ

リアや底生生物が活発になり、自浄化作用を持つ底質

へと改善します。

底質改善試験データ

ミネラルクリアー

 

×
 

×
 

ヘドロ（有機物）の分解促進

 

リン酸塩の固定

 

リンの溶出抑制

 

硫化水素の発生抑制

 

硫酸塩還元菌の活動抑制

 
底質の を弱アルカリ性に保持

 

好気性細菌の活性化

 

散布前

 

散布 年後

 

Y社薬剤

Y社薬剤
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郵便番号 住所 ＴＥＬ ＦＡＸ

本社オフィス 大阪府泉南市りんくう南浜３番地２

 

使用事例

  

水質改善

散布量： ｇ ㎡

目視でも確認出来るほど、水

の透明度が向上しました。栄養

塩 や 有 機 物 の 値 も 低 下 し て い

ました。

散布前

 

散布後

 

散布前

 

散布後

 

アオコ対策

散布量： ｇ ㎡

水 面 を 覆 っ て い た ア オ コ は

速やかに沈降し、散布 日後の

ク ロ ロ フ ィ ル ａ の 値 は

程度まで減少していました。

底質改善

散布量： ｇ ㎡

散布後は魚類が確認され、底

質改善することで、水質も改善

されました。また、底質の硫化

物の値も ％以上減少してお

り、悪臭も消えました。 散布前

 

散布後

 

環境事業部販売店

宇部マテリアルズ株式会社

藻類対策

散布量： ｇ ㎡

大 量 に 繁 殖 し て い た 藻 類 が

抑制されました。水質も改善さ

れ、清掃回数が大幅に減少しま

した。

散布前

 

散布後

 

製造元

お問い合わせ先
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水酸化マグネシウム, ,2020/03/31,1/5

１．製品及び会社情報

　製品名 （化学物質名:水酸化マグネシウム）

　会社名

　住所

　担当部門

　電話番号

　ＦＡＸ番号

　緊急連絡先

　電話番号 　

　推奨用途及び使用上の制限

　　推奨用途

　　使用上の制限 特になし

２．危険有害性の要約

 2.1　ＧＨＳ分類

　　物理化学的危険性

　　　爆発物 ： 分類対象外

　　　可燃性／引火性ガス ： 分類対象外

　　　エアゾール ： 分類対象外

　　　支燃性／酸化性ガス類 ： 分類対象外

　　　高圧ガス ： 分類対象外

　　　引火性液体 ： 分類対象外

　　　可燃性固体 ： 区分外

　　　自己反応性化学品 ： 分類できない

　　　自然発火性液体 ： 分類対象外

　　　自然発火性固体 ： 区分外

　　　自己発熱性化学品 ： 分類できない

　　　水反応可燃性化学品 ： 区分外

　　　酸化性液体 ： 分類対象外

　　　酸化性固体 ： 分類できない

　　　有機過酸化物 ： 分類対象外

　　　金属腐食性物質 ： 分類できない

　　健康に対する有害性

　　　急性毒性（経口） ： 区分外

　　　急性毒性（経皮） ： 分類できない

　　　急性毒性（吸入：気体） ： 分類対象外

　　　急性毒性（吸入：蒸気） ： 分類できない

　　　急性毒性（吸入：粉塵、ミスト） ： 分類できない

　　　皮膚腐食性／刺激性 ： 分類できない

　　　眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 ： 分類できない

　　　呼吸器感作性 ： 分類できない

　　　皮膚感作性 ： 分類できない

　　　生殖細胞変異原性 ： 分類できない

　　　発がん性 ： 分類できない

　　　生殖毒性 ： 分類できない

　　　特定標的臓器毒性（単回暴露） ： 分類できない

　　　特定標的臓器毒性（反復暴露） ： 分類できない

安全データシート

（粒状品）

●河川や湖沼の水質・底質改善●アオコ対策●悪臭対策●透視度の向上
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水酸化マグネシウム, ,2020/03/31,2/5

　　　吸引性呼吸器有害性 ： 分類できない

　　環境に対する有害性

　　　水生環境有害性（急性） ： 分類できない

　　　水生環境有害性（慢性） ： 分類できない

　　　オゾン層への有害性 ： 分類できない

 2.2　ＧＨＳラベル要素

　　絵表示 無し

　　注意喚起語 無し

　  危険有害性情報 無し

　  注意書き 無し

　  補足情報 水に懸濁した場合はアルカリ性（ｐＨ≒１０）を示し、眼や皮膚に触

れると刺激あるいは炎症を起こす場合がある。

多量に経口摂取すると悪心、嘔吐を引き起こすことがある。

３．組成、成分情報

 3.1　化学物質・混合物の区 化学物質

    別

 3.2　化学名又は一般名

0

４．応急措置             

 4.1　応急措置要領

　吸入した場合 うがいをし、新鮮な空気の場所に移し安静に努める。

　皮膚に付着した場合 多量の流水で充分に洗う。

　眼に入った場合 眼球を傷つける恐れがあるため、眼を擦らないで、清浄な水で充分に

洗浄し（できればコンタクトレンズをはずして）、直ちに医師の診断

を受ける。

　飲み込んだ場合 清浄な水でよく口の中を洗い、直ちに医師の診断を受ける。

 4.2　最も重要な兆候及び症 データなし

　  状

 4.3　医師、および応急処置 救護者が有害物質に接触しないよう手袋やゴーグルなどの保護具を着

　  をする者に対する特別注 用する。

　  意事項

５．火災時の措置

 5.1　消火剤 周辺火災の場合は、一般的な消火剤が使用可。

 5.2　特定の消火方法 不燃性であり、火災・爆発の危険性はない。

周辺火災の場合で、可能な場合は安全な場所に移す。

 5.3　消火を行う者の保護 消火作業の際は必ず保護具を着用する。

６．漏出時の措置

 6.1　人体に対する注意事項 処理作業の際には保護具(保護メガネ、防塵マスク、保護手袋、保護衣)

を着用し、粉塵を吸入したり、皮膚への付着を防止する。

 6.2　環境に対する注意事項 飛散拡大の防止を図る。河川等に流入しないように注意する。

 6.3　除去方法 飛散したものは掃除機で吸引するか、散水し発塵しないようにして掃

き集めて容器に回収する。

成分 濃度または濃度範囲

水酸化マグネシウム Mg(OH)2
（Magnesium hydroxide）

90%以上

CAS No.

1309-42-8
化審法：(1)-386

安衛法：公表

官報公示整理番号
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水酸化マグネシウム, ,2020/03/31,3/5

７．取扱い及び保管上の注意

 7.1　取扱い

　　技術的対策 皮膚、眼との接触、粉塵の吸入を避けるため、保護具(防塵メガネ、防

塵マスク、保護手袋、保護衣)を着用する。

　　注意事項 取扱いは換気の良い場所で行い、必要な場合は作業場の局所排気を行

う。

 7.2　保管

　　適切な保管条件 容器を密閉し、高温・多湿な場所を避けて一定の場所に保管する。

　　安全な容器包装材料 情報なし

８．暴露防止及び保護措置

 8.1　管理濃度、許容濃度

 8.2　ばく露対策

　設備対策 取扱いについては、できるだけ密閉された装置・機械または局所排気

装置を使用する。

　保護具

　　呼吸器の保護具 防塵マスク

　　手の保護具 保護手袋（ケミカルグローブ）

　　眼の保護具 保護メガネ（ゴーグル型）

　　皮膚及び身体の保護具 保護衣（体の露出部分が少ない長袖作業服等）

９．物理的及び化学的性質

　物理的状態

　　形状 固体

　　色 白色

　　臭い 無臭

　　ｐＨ 水に懸濁した場合アルカリ性を示す。（ｐＨ≒１０）

　物理的状態が変化する特定の温度／温度範囲

　　分解温度 330～430℃

　　引火点 不燃性でありデータなし

　　発火点 不燃性でありデータなし

　　爆発特性 不燃性でありデータなし

　　比　重 2.36［Mg(OH)2］

　　溶解性 水　9.8×10-3g／ｌ（18℃）［Mg(OH)2］

１０．安定性及び反応性

 10.1　反応性 うすい酸溶液または、アンモニウム塩水溶液には溶解、エタノールに

不溶。

水の存在下で二酸化炭素を吸収し、ヒドロキシ炭酸塩MgCO3･Mg(OH)2
を生じる。

 10.2　安定性 常温で安定、不燃性。加熱すると水を放って分解する。

 10.3　避けるべき条件 なし

 10.4　危険有害な分解生成物 なし

化学名
管理濃度

（厚生労働省）
許容濃度

（日本産業衛生学会）
許容濃度
（ACGIH）

水酸化マグネシウ
ム

設定されていない

第3種粉塵

吸入性粉塵:2mg/m3(TWA)

  総粉塵:8mg/m3(TWA)
(2015年)

一般粉塵

吸入性粉塵:3mg/m3(TWA)

 総粉塵:10mg/m3(TWA)
(2014年)
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水酸化マグネシウム, ,2020/03/31,4/5

１１．有害性情報

　急性毒性 経口ラット　LD50  8500mg/kg 
１)

　皮膚腐食性／刺激性 長時間皮膚に付着すると肌荒れを起こすことがある１)

　眼に対する重篤な損傷／刺 眼に入ると痛みを感じ、粘膜を傷めることがある１)

  激性

　呼吸器感作性／皮膚感作性 データなし

　生殖細胞変異原性 データなし

　発がん性 データなし

　生殖毒性 データなし

　特定標的臓器毒性（単回暴 データなし

  露）

　特定標的臓器毒性（反復暴 データなし

  露）

　吸引性呼吸器有害性 データなし

１２．環境影響情報

 12.1　生態毒性

　　　魚毒性 データなし

 12.2　残留性／分解性 データなし

 12.3　生体蓄積性 データなし

 12.4　土壌中の移動性 データなし

 12.5　オゾン層への有害性 モントリオール議定書の付属書に収載されていない。

１３．廃棄上の注意

 13.1　残余廃棄物 廃棄においては、関係法規並びに地方自治体の基準に従うこと。都道

府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくは地方公共

団体がその処理を行っている場合にはそこに委託して処理する。

 13.2　汚染容器及び包装 空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去すること。

１４．輸送上の注意

 14.1　国連番号 該当しない

 14.2　国連輸送品名 なし

 14.3　国連分類 なし

 14.4　容器等級 なし

 14.5　海洋汚染物質 該当しない

 14.6　海上規制 ＩＭＯの規定に従う。

 14.7　輸送の特定の安全対策 耐アルカリ性の容器を使用し、必ず密閉して漏れを防止すること。

       及び条件

 14.8　緊急時応急措置指針番 なし

       号

 14.9　MARPOL 73/78 付属書 該当　（Ｚ類  水酸化マグネシウム）

　　　 ⅡおよびIBCコードに

　　　 よるばら積み輸送さ

       れる液体物質

 14.10　その他の注意事項 国内規制

　海上規制　海洋汚染防止法の規制に従う。

１５．適用法令

　化学物質排出把握管理促進 該当しない

  法(PRTR法)

　労働安全衛生法 第57条第1項 名称等を表示すべき有害物に該当しない
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第57条の2 名称等を通知すべき有害物に該当しない

　毒物及び劇物取締法 該当しない

　船舶安全法 該当しない

　航空法 該当しない

　港則法 該当しない

　消防法 該当しない

　海洋汚染防止法 施行令別表第1　有害液体物質Ｚ類

(76 水酸化マグネシウム)

１６．その他の情報
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１．製品及び会社情報

　製品名 （化学物質名:酸化マグネシウム）

　会社名

　住所

　担当部門

　電話番号

　ＦＡＸ番号

　緊急連絡先

　電話番号

　推奨用途及び使用上の制限

    推奨用途

　　使用上の制限 特になし

２．危険有害性の要約

 2.1　ＧＨＳ分類

　　物理化学的危険性

　  　爆発物 ： 分類対象外

　　　可燃性／引火性ガス ： 分類対象外

　　  エアゾール ： 分類対象外

　　　支燃性／酸化性ガス類 ： 分類対象外

　　　高圧ガス ： 分類対象外

　　　引火性液体 ： 分類対象外

　　　可燃性固体 ： 区分外

　　　自己反応性化学品 ： 分類対象外

　　　自然発火性液体 ： 分類対象外

　　　自然発火性固体 ： 区分外

　　　自己発熱性化学品 ： 区分外

　　　水反応可燃性化学品 ： 区分外

　　　酸化性液体 ： 分類対象外

　　　酸化性固体 ： 分類できない

　　　有機過酸化物 ： 分類対象外

　　　金属腐食性物質 ： 分類できない

　　健康に対する有害性

　　　急性毒性（経口） ： 分類できない

　　　急性毒性（経皮） ： 分類できない

　  　急性毒性（吸入：気体） ： 分類対象外

　　　急性毒性（吸入：蒸気） ： 分類できない

　　　急性毒性（吸入：粉塵、ミスト） ： 分類できない

　　　皮膚腐食性／刺激性 ： 分類できない

　　　眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 ： 分類できない

　　　呼吸器感作性 ： 分類できない

　　　皮膚感作性 ： 分類できない

　　　生殖細胞変異原性 ： 分類できない

　　　発がん性 ： 分類できない

　　　生殖毒性 ： 分類できない

　  　特定標的臓器毒性（単回暴露） ： 分類できない

　　　特定標的臓器毒性（反復暴露） ： 分類できない

安全データシート

（微粒品）

●河川や湖沼の水質・底質改善●アオコ対策●悪臭対策●透視度の向上
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　　　吸引性呼吸器有害性 ： 分類できない

　　環境に対する有害性

　　　水生環境有害性（急性） ： 分類できない

　　　水生環境有害性（慢性） ： 分類できない

　　　オゾン層への有害性 ： 分類できない

 2.2　ＧＨＳラベル要素

　　絵表示 無し

　　注意喚起語 無し

　　危険有害性情報 無し

　　注意書き 無し

　  補足情報 粉じんを多量に吸引することで、肺に異物が蓄積し、肺障害を起こす

ことがある。1)

多量に経口摂取すると悪心、嘔吐を引き起こすことがある。

水に懸濁した場合アルカリ性（pH≒10)を示し、眼や皮膚に触れると

刺激あるいは炎症を起こす場合がある。

３．組成、成分情報

 3.1　化学物質・混合物の区 化学物質

    別

 3.2　化学名又は一般名 別名　マグネシア、苦土

４．応急措置             

 4.1　応急措置要領

　吸入した場合 多量に吸入した場合は、空気の新鮮な場所に移動させ、医師の診断を

受ける。

　皮膚に付着した場合 製品に触れた部分を水又は石鹸水で充分に流しながら洗浄する。

　眼に入った場合 眼球を傷つける恐れがあるため、眼を擦らないで、清浄な水で充分に

洗浄し(できればコンタクトレンズをはずして)、直ちに医師の診断を

受ける。

　飲み込んだ場合 清浄な水でよく口の中を洗い、直ちに医師の診断を受ける。

 4.2　最も重要な兆候及び症 データなし

　  状

 4.3　医師、および応急処置 救護者が有害物質に接触しないよう手袋やゴーグルなどの保護具を着

　  をする者に対する特別注 用する。

　  意事項

５．火災時の措置

 5.1　消火剤 周辺火災の場合は、一般的な消火剤が使用可。

 5.2　特定の消火方法 不燃性であり、火災・爆発の危険性はない。

 5.3　消火を行う者の保護 消火作業の際は必ず保護具を着用する。

６．漏出時の措置

 6.1　人体に対する注意事項 処理作業の際には保護具(保護メガネ、防塵マスク、保護手袋、保護衣)

を着用し、粉塵を吸入したり、皮膚への付着を防止する。

 6.2　環境に対する注意事項 飛散したものは掃除機で吸引するか、散水し発塵しないようにして掃

き集めて容器に回収する。

 6.3　除去方法 粉塵が発生しないように掃き取り、乾燥した空容器に回収する。

成分 濃度または濃度範囲

酸化マグネシウム MgO
（Magnesium oxide）

100%

CAS No.

1309-48-4
化審法：(1)-465

安衛法：公表

官報公示整理番号
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７．取扱い及び保管上の注意

 7.1　取扱い

　　技術的対策 皮膚、眼との接触、粉塵の吸入を避けるため、保護具（防塵メガネ、

防塵マスク、保護手袋、保護衣）を着用する。

　　注意事項 取扱いは換気の良い場所で行い、必要な場合は作業場の局所排気を行

う。

 7.2　保管

　　適切な保管条件 容器を密閉し、高温・多湿な場所を避けて一定の場所に保管する。

長期間の保管は品質の劣化（吸湿による固結等）を生じるので避ける

こと。

　　安全な容器包装材料 密閉できる容器

８．暴露防止及び保護措置

 8.1　管理濃度、許容濃度

 *) ACGIH /2000/正式値  【TLV Basis】 Irritation；metal fume fever 

 8.2　ばく露対策

　設備対策 取扱いについては、できるだけ密閉された装置・機械または局所排気

装置を使用する。

　保護具

　　呼吸器の保護具 防塵マスク

　　手の保護具 保護手袋(ケミカルグローブ)

　　眼の保護具 保護メガネ(ゴーグル型)

　　皮膚及び身体の保護具 保護衣(体の露出部分が少ない長袖作業服等)

９．物理的及び化学的性質

　物理的状態

　　形状 固体

　　色 白色

　　臭い 無臭

　　ｐＨ 水に懸濁した場合アルカリ性を示す。（pH≒10)

　物理的状態が変化する特定の温度／温度範囲

　　沸点 3600℃

    融点 2850℃

　　分解温度 データなし

　　引火点 不燃性でありデータなし

　　発火点 不燃性でありデータなし

　　爆発特性 不燃性でありデータなし

　　比　重 3.58

　　溶解性 水 9.8×10-3g／L (18℃) [Mg(OH)2]

１０．安定性及び反応性

 10.1　反応性 ハロゲン、強酸と激しく反応する。

 10.2　安定性 空気中の水分や二酸化炭素を吸収しやすい。

 10.3　避けるべき条件 ハロゲン、強酸から離しておく。

 10.4　危険有害な分解生成物 該当しない

化学名
管理濃度

（厚生労働省）
許容濃度

（日本産業衛生学会）
許容濃度
（ACGIH）

酸化マグネシウム 設定されていない

第3種粉塵

吸入性粉塵：2mg/m3 (TWA)

総粉塵：8mg/m3 (TWA)
(2015)

10mg/m3 *)
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１１．有害性情報

　急性毒性 多量に経口摂取すると、下痢を起こすことがある。4)

　皮膚腐食性／刺激性 データなし

　眼に対する重篤な損傷／刺 眼に入った場合には、充血及び痛みを引き起こすことがある。4)

  激性 眼を刺激。2)

　呼吸器感作性／皮膚感作性 データなし

　生殖細胞変異原性 データなし

　発がん性 ACGIH (2005年)  A4 5)

(ヒトに対して発がん性物質として分類できない物質)

　生殖毒性 データなし

　特定標的臓器毒性（単回暴 データなし

  露）

　特定標的臓器毒性（反復暴 データなし

  露）

　吸引性呼吸器有害性 データなし

１２．環境影響情報

 12.1　生態毒性

　　　魚毒性 データなし

 12.2　残留性／分解性 データなし

 12.3　生体蓄積性 データなし

 12.4　土壌中の移動性 データなし

 12.5　オゾン層への有害性 モントリオール議定書の付属書に収載されていない。

１３．廃棄上の注意

 13.1　残余廃棄物 廃棄においては、関係法規並びに地方自治体の基準に従うこと。都道

府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくは地方公共

団体がその処理を行っている場合にはそこに委託して処理する。

 13.2　汚染容器及び包装 空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去すること。

１４．輸送上の注意

 14.1　国連番号 該当しない

 14.2　国連輸送品名 なし

 14.3　国連分類 なし

 14.4　容器等級 なし

 14.5　海洋汚染物質 該当しない

 14.6　輸送の特定の安全対策 容器が破損しないように、乱暴な取扱いを避け、水濡れに注意するこ

       及び条件 と。

 14.7　緊急時応急措置指針番 なし

       号

 14.8　MARPOL 73/78 付属書 該当しない

　　　 ⅡおよびIBCコードに

　　　 よるばら積み輸送さ

       れる液体物質

 14.9 その他の注意事項 特に注意する国内規制はない

１５．適用法令

　化学物質排出把握管理促進 該当しない

  法(PRTR法)

　労働安全衛生法 第57条第1項 名称等を表示すべき有害物に該当しない

第57条の2 名称等を通知すべき有害物質に該当しない

21
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　労働安全衛生法

   粉じん障害防止規則 該当 1)

　毒物及び劇物取締法 該当しない

　船舶安全法 該当しない

　航空法 該当しない

　港則法 該当しない

　消防法 該当しない

　海洋汚染防止法 該当しない

１６．その他の情報

    

       

  



         

  

1 

○全体概要 

1. 実証対象技術の概要 

1.1 実証技術の原理 

本実証技術は、酸化マグネシウムを散布し、底泥表層(2cm 程度)を pH8.0 以上の弱アルカリ性

に保つことで、硫酸還元菌の増殖を抑制し、硫化水素の発生を抑える効果を期待している。実証

対象技術の原理を以下に示す(図 1.1.)。  

①散布された酸化マグネシウムは、水と反応して水酸化マグネシウムを生成する。 

MgO+H2O → Mg(OH)2 

②海底に沈降した水酸化マグネシウムは、底質の pH を上昇させる。 

③底質を弱アルカリ性に保つことで硫酸還元菌の活動が抑制され、硫化水素生成が抑制される（図

1.2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1 実証対象技術の原理 

 

 

図 1.2 硫酸還元菌の増殖速度と pH の関係 

  

酸化マグネシウム(ＭｇＯ)＋水(Ｈ２Ｏ） 

   ↓ 

水酸化マグネシウム(Ｍｇ（ＯＨ）2) 

硫酸還元菌 

活動抑制 

23

hamadand
タイプライターテキスト
Y社薬剤　実証実験



         

  

3 

2.2 実証試験区の配置状況 

 本実証試験では、実証技術の効果を把握するため下記の区画を設け試験を行った。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 酸化マグネシウムの散布の有無による効果を確認するため、酸化マグネシウムを散布する試験

区と散布しない対照区を設定し、試験を行った。試験区画の大きさは 3×3mとし、試験区間の距
離は 3mとした。 
 試験区については、効果的な散布方法を確認するため、酸化マグネシウムの散布回数が異なる

区画「試験区 1（散布 1回）」、「試験区 2(散布 2回)」を設定した。 

 

2.3 実証試験区の底質 

 各試験区画において、酸化マグネシウム散布前に底質、間隙水の分析を行った。結果を以下に

示す。 

表 2-1 各試験区画における散布前の底質分析結果 

 硫化物（AVS） 硫化水素 強熱減量 Chl-a 含水比 

mg/g-dry mg/L ％ mg/g-dry % 

試験区 1 0.907 0.043 10.4 1.5 81.4 

試験区 2 0.928 0.035 10.3 1.7 84.9 

対照区 1.072 0.050 11.7 1.5 90.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2 実証試験区画概要 

対照区 

試験区 1 

試験区 2 

AVS(mg/g-dry) 
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4. 実証試験結果 

4.1 実証項目および目標水準 

本実証試験の実証項目と目標水準を以下に示す。 

表 4-1 期待する効果、実証項目と目標水準 

実証項目 目標水準 

硫化水素の発生抑制 
pH を 8.0 以上に保ち、 

対照区(無散布)より硫化水素が低いこと 

 

4.2 底質のpHの変動 

酸化マグネシウムの散布による pHの上昇効果を把握するため、底質の pHの変動を調査した。結

果を以下に示す。 

・対照区では、試験開始から 12 月中旬まで pHが 7.3～7.7 の間を推移した。 

・1回目散布では、試験区 1、試験区 2とも底面下 1cm において、散布後 2週間で pH9 以上まで上昇

することが確認され、対照区と比較し底面下 6cm 程度まで pH の上昇効果が見られた。 

・2回目散布では、試験区 2において、散布後 2週間で pH8.5 程度まで上昇することが確認された。

1cm 層において、1回目散布よりも pH が上昇しなかった要因として、1回目散布よりも周辺の pH

が低いこと、8/12 の出水による堆積物の影響が考えられる。 

・試験区において、底面下 1cm で散布後約 1.5～2ヶ月間、底面下 3cm で散布後約 1ヶ月間、pH8.0

を維持する状況が確認された。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1 底質の pHの経時変化（上段から海底面下 1cm、3cm、6cm、9cm） 

7.0
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9.0
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対照区 試験区1 試験区2ｐ
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－
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）
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pH8 以上 pH8 以上 
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エラーバーは標準誤差を示す。 

25



         

  

7 

○酸化マグネシウムの散布による pH の上昇効果について 

・酸化マグネシウムの散布により、散布後 2週間程度で底面下 1cm の pH を 8.5 以上まで、底面下

3cm の pH を 8以上まで上昇させる効果がみられた。 

・対照区と比較して、底面下 6cm 程度まで pH の上昇効果が見られた。 

・試験区において、底面下 1cm で散布後約 1.5～2ヶ月間、底面下 3cm で散布後約 1ヶ月間、pH8.0

を維持する状況が確認された。 

 

以上の結果より、当海域の環境下においては、散布量 400g/m2で硫酸還元菌の活動を抑制すると

期待される範囲まで、pHを上昇させる効果が得られることが確認された。また、pH上昇効果の持続

期間として、海底の表層において散布後約 1.5～2ヶ月間、pH8.0 を維持することが確認された。 

 

4.3 硫化水素の発生状況 

 酸化マグネシウムの散布による硫化水素の発生抑制効果を把握するため、底質の硫化物(AVS)およ

び間隙水中の硫化水素を調査した。結果を以下に示す。 

4.3.1 底質の硫化物（AVS）の変動 

○1回目散布 

・対照区では、散布後 8/7 まで硫化物(AVS)が上昇した。 

・試験区では低い値を維持し、試験区と対照区で有意な差(P<0.05，n=3)が見られた。 

 ○2回目散布 

・試験区において、対照区と比較して、概ね低い値を示す傾向にあるが、試験区、対照区とも硫化

物(AVS)が低い値で推移し、散布による効果は明確ではなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

図 4.2 底質の硫化物（AVS）の経時変化 
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pH8 以上 pH8 以上 
誤差範囲は標準誤差を示す 

*P < 0.05，**P < 0.01 ,n=3 

6月23日 7月7日 7月21日 8月7日 8月19日 9月3日 9月16日 10月20日 12月4日

試験区1 平均値 0.907 1.103* 1.163 1.053** 0.973 0.868 0.659 0.771** 0.731

試験区2 平均値 0.928 0.952** 0.798** 0.991** 0.836 0.832 0.523 0.399** 0.368*

対照区 平均値 1.122 1.353 1.540 1.747 0.912 0.978 0.720 1.017 0.912
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4.3.2 間隙水中の硫化水素の変動 

○1回目散布 

・対照区と比較し試験区では低い値を維持する傾向が見られ、2週間後の 7/7 では、対照区と比較

し、試験区では有意に低い値を示した（P<0.05,n=3）。 

○2回目散布 

・試験区において、対照区と比較し低い値を示す傾向にあるが、明確な差は確認されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3 間隙水中の硫化水素の経時変化 

 

○硫化水素の発生抑制効果について 

○硫化物（AVS) 

対照区において硫化物(AVS)が上昇した 1回目散布の期間、試験区において硫化物(AVS)の上昇を

抑制した。 

○硫化水素（H2S） 

1 回目散布 2週間後の 7/7 では、対照区と比較し、試験区では有意に低い値を示した（P<0.05,n=3）。 

 7/7 以降、対照区の硫化水素が減少したため、試験区においても硫化水素の明確な抑制は確認で

きなかった。しかしながら、硫化水素の発生に起因する硫化物（AVS）の上昇が、試験区において抑

制されており、当該期間中の硫化水素の発生を抑制していたと推測される。 

  

本実証試験より、硫化水素の発生抑制効果が得られる目安となる pHは、硫化物(AVS)の抑制期間

と pHの変動を照合すると、pH8.0 程度であることが推測される。 

また、本技術の適用に際し、底泥が嫌気化する前に酸化マグネシウムを散布し、硫酸還元菌が活

動しにくくなる環境を整えておくことが効果的な適用方法であると考えられる。本実証試験におい

ても、貧酸素水塊が発生する前に酸化マグネシウムを散布し、硫酸還元菌の活動を抑制する効果が

確認された。従って、貧酸素水塊発生前に酸化マグネシウムを散布することが効果的であると考え

られる。  

本実証試験では、2回目散布以降、硫化物(AVS)及び硫化水素の上昇が見られなかったため、繰り

返し散布による明確な効果は確認されなかったが、実海域において本技術を適応する場合、底泥の

pHをモニタリングしながらpH8.0を維持するように酸化マグネシウムを散布する方法がより効果的

であると考えられる。 
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対照区 試験区1 試験区2

硫
化
水
素
（m

g/l)

pH8 以上 pH8 以上 

6月23日 7月7日 7月21日 8月7日 8月19日 9月3日 9月16日 10月20日 12月4日

試験区1 平均値 0.043 0.021* 0.021 0.029 0.017 0.031 0.023 0.014 0.024

試験区2 平均値 0.035 0.016* 0.017 0.022 0.031 0.026 0.028 0.019 0.022

対照区 平均値 0.038 0.046 0.040 0.029 0.036 0.030 0.037 0.016 0.018

*P < 0.05，**P < 0.01,n=3 

 

誤差範囲は標準誤差を示す 
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　　　■アクアリフトに含まれる細菌
　アクアリフトに多く含まれる硫黄細菌は酸素に弱いため、自分の体を守るために酸素を消費する
　好気性細菌と共生しています。

　　　■硫黄細菌の働き

　　　■好気性細菌の働き

　　　■水質・底質の浄化メカニズム

アクアサービス株式会社

アクアリフトによる浄化のメカニズム

硫黄細菌
好気性細菌

好気性細菌
好気性細菌

好気性細菌

好気性細菌

好気性細菌好気性細菌

イメージ図

2H₂S + CO₂
（硫化水素） （二酸化炭素）

2S + CH₂O + H₂O
（硫黄） （有機物） （水）

光エネルギー硫黄細菌

C H  O + O₂
（有機物） （酸素）

CO₂ + H₂O
（二酸化炭素） （水）

n      m      z

好気性細菌

アクアリフト1600L硫化水素含有培養液

（紅色コロニーが試験管壁に付着している様子）

水質

底質

好気性細菌によ

る有機物の分解。

硫化物・硫化水素に

よる底泥の嫌気状態。
底泥を好気性に維持して、

底生生物などを回復。

富栄養化の原因になるＰ（り

ん）は食物連鎖・オーバーフ

ローによって域外へ放出。

有毒な硫化物・硫化水素を

分解し、底生生物・微生物

が棲息できるようにする。

硫化物・硫化水素を分解することによって、

臭気を改善。ヘドロを分解、減少。

有機物の分解によって浮遊物

を沈殿しやすい状態にする。

Ｎ（窒素）

アクアリフトに含まれる脱窒菌

が、藻類を発生させるN（窒素）

を気化。水中の窒素量を減少。

H₂S H₂S H₂S H₂S H₂S H₂S H₂S H₂S H₂S H₂S

鳥

魚

底生生物

水生昆虫

水生植物

Z社資材
Z社資材

Z社資材

Z社資材

Z社資材
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